PSニュース No.3 # Vol.1(2-4) by unknown
PS ﾆｭｰｽ No.3 
Polar Science  
 
 ＜Vol.1(2-4) の掲載論文＞ 
 
 
Why is Shirase Glacier turning its flow direction eastward? 




年には 0.31 km/a、1998 年には 0.37 km/a で有意に（誤差 0.03 km/a）大きいです。





Estimation for seasonal changes in the flow of Shirase Glacier using JERS-1 / SAR 
image correlation. 
Kazuki Nakamura, Koichiro Doi and Kazuo Shibuya 
JERS-1衛星（地球資源衛星 1号）の合成開口レーダーデータを用いて白瀬氷河の
流動速度の季節変動を調べました。“画像相関法”という手法を用いて、氷河内部の
流動場を推定しました。上流域の 1.18 km/a から氷床接地縁付近の 2.32 km/a にか
けては急速に速くなりますが、そこでほぼ一定流速となります。下流域では再度徐々





New insight into the crust and upper mantle structure under Alaska. 
Cheng Qi, Dapeng Zhao, Yong Chen and Natalia A. Ruppert 


















Microtopographic analysis of plant distribution in polar desert. 







Habitat and leaf cytogenetic characteristics of Deschampsia antarctica Desv. in the 
Maritime Antarctica. 
Parnikoza I. Yu, Miryuta N. Yu., Maidanyuk D. N. 他 7名 
Maritime Antarctica に成育するナンキョクコメススキの生態について、土壌条件、ウ
イルス汚染、細胞核面積、相対 DNA量に注目して調査を行いました。土壌条件が大
きく異なる 6地区から植物を集め、葉の表皮や柔細胞の DNA量などを調べた結果、
ナンキョクコメススキは、微量元素、pHなど土壌条件が大きく異なる地域で生育して
いることがわかりました。また、ウイルス汚染に敏感で、DNA量や核面積も大きく異な
ることがわかりました。 
